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新型コロナウイルスが報じられてから２年が経ちました。そして，この１年も新型コロナウイルスへの対応に

追われた１年になりました。日常の大きな変化から，私たちは「当たり前の日常」がいかに大切であったのかに

気づかされました。学校での様々な行事や取り組みについても，例年通りと考えがちであったところが，実施し

て良いのか，どうすれば実施できるのか，何を大切にすべきかを常に考えるようになりました。そして，健康的

な生活の大切さ，お互いを思いやる心について深く学ぶ機会になっているのではないかと考えています。 
日々の学びの大切さ 

 ＧＩＧＡスク－ル構想，コロナ対策としてのＩＣＴ活用により，授業形態は様変わりしました。タブレット上

で生徒全員の意見を集約するなど，今までの対面での授業にＩＣＴの良い部分を組み合わせることができるよう

工夫しています。また，学習の記録（振り返り）をタブレット上に記録し，家庭学習等につなげられないか検討

しています。臨時休業などの緊急時にオンラインで双方向の授業を行う準備もしています。このように目まぐる

しく教育現場は変化しています。数年前には考えられなかったことです。我々教職員も学び続けなければと痛感

し，時代の流れに応じた新しい教育が推進できるよう努力しているところです。 

さて，これからの変化の激しい社会を生き抜いていく皆さんには，日々，学んで欲しいと強く思います。点数

が取れることも大切かもしれませんが，それよりも，「疑問に感じたこと」「もっと知りたいこと」に，もっと

もっと挑戦して欲しいと強く思います。そして，生涯にわたって「学び続ける人」になって欲しいと考えます。

変化の激しい社会では，新しい知識・新しい考え方が必要になります。そのためには学び続けなければなりませ

ん。その準備として，授業の「振り返り」を「家庭学習」につなげる習慣をつけていきましょう。 

合唱発表会 

１２月１７日（金）に３年生，２０日（月）に２年生，２１日（火）に１年生，と３日間に分散して体育館に

て「合唱発表会」を行います。合唱表現のねらいのひとつに多くの人に伝える，ということがあります。そこで，

歌う時間には他学年の生徒が聴きにきます。特に，１年生にとっては上級生の前で表現するのは大変かもしれま

せんが，各クラスの目標達成に向けて挑戦してください。表現にはいろいろな方法があると思います。言葉の発

し方，声の美しさ，音程，音色，構成，音量（響き）等々。「私たちのクラスは〇〇には取り組んだ。」「私た

ちのクラスが選んだ曲は△△の曲なので，それを伝えたい。」「私たちのクラスは一人一人の個性は様々だけ     

ど，その個性を束ねて，花束みたいな演奏をしたい。」とか。個性あふれる演奏を期待しています。なお，学園

祭同様，体育館で１ｍの間隔をとると，生徒だけで体育館はいっぱいになってしまいます。保護者の参観はでき

ません。ご理解のほど，よろしくお願いいたします。発表会の様子を青雲祭の時のように動画で配信できるよう

準備しています。準備ができましたら，ご案内いたします。また，安全対策として，マスク着用で生徒の間隔を

１ｍ，マスクを外したら生徒の間隔を２ｍとして実施します。 

   
                  地域指導者によるＴＴ授業 

 １年生音楽科の授業に地域指導者の原田先生，岡﨑先生を                      

お招きし「伝統音楽～箏～」に取り組みました。                             

「さくらさくら」のメロディ－ラインがとても美しかったです。 

 

  



素晴らしかった生徒会活動 

３年生を中心とした生徒会活動が１２月１３日（月）に行われた生徒総会をもって 

区切りとなりました。生徒総会はオンラインで各クラスに配信する形で行われました。 

この１年を振り返ってみると，佐藤生徒会長を中心に素晴らしい生徒会活動を展開し 

ました。そして，懸命さが伝わってくる本部役員でした。それに全校生徒が協力して 

素晴らしい学校を創ってくれたと思います。「青雲祭」はもちろんのこと，学習時間 

の取り組み，小学生が臨時的に本校敷地内を通ることになった時の「あいさつ運動」 

等々，本当に素晴らしい活動でした。さて，過日行われた              

生徒会選挙から新生徒会役員が選ばれました。今年度の３             

年生を中心とした生徒会活動を継承・発展させてくれるこ            

とを期待します。 

各種表彰       

種別

県特選

中巨摩支部特選

夏休みの友　読書感
想文　コンクール

第６７回読書感想文コ
ンクール

家庭の日
青少年を育む日

第１８回小中学生新聞
感想文コンクール 学校賞　田富中学校　　入選　3年　大沼乃々花　柄本由奈　村田真優　1年　齋藤よしの

その他

多読賞

贈りたい本大賞

結　　　　　　　　　　　果

優秀　1年　仲田 葵
佳作　2年　田中翔　垣内 光　3年　田中 心絆　上田 彩未
入選　1年　甲田 高也　佐久間 虹汰　渡邉 謙斗　阪井 稜久　3年　古郡 美空

作文の部　　　　１年　特選　齋藤よしの　　　　入選　齋藤 詠音　　山田 若葉
標語の部　　　　１年  特選　一瀬 莉吏香　　　入選　成瀬 凛　　　大沼 心音
ポスターの部　 ３年　特選　宮澤 華苑　　　　　入選　宮川 友希

学校賞　受賞
優秀賞　３年　末廣遥哉

支部入選　３年　宮澤 華苑  酒井 ゆな  竹田 清香
　　　　　　　２年　吉田 龍馬
　　　　　　　１年　村松 美沙

「人権作文コンクール」 　　奨励賞　　　　　３年 森本紗英
「山の日」絵画コンクール　入選　　　　　　 ３年　竹田 清香
「税についての作文」　　　　中央市長賞　３年　山本 菜々香

1学期多読賞
　　　１年　津金彩花　漆原澪　小川奈那貴　永沢香凛　神津大翔
　　　２年　大竹加恋　大森凛音　古屋和聖　幸地ユキ　渡邉孔悠
　　　３年  古郡美空　向山由季乃　石原帆乃香　小林美桜　畠山ハッサン
　
2学期多読賞
　　　1年　小川奈那貴　伏見優花　神津大翔　八巻一飛　藤井柊羽
　　　2年　大森凛音　幸地ユキ　大竹加恋　古屋和聖　岡﨑美咲
　　　3年　田中美咲　小林美桜　坂下雅　古郡美空　柄本由奈

  教育祭
県下小中学校

図工・美術作品展

３年　宮川　友希　　　　２年　大沼　李羽　　　　　１年　ケリー　クリス

３年　古郡　美空　　　功刀　南緒　　　宮澤　華苑　　　小野　心愛
        小林　愛奈　　　山本　菜々香
２年　西川　日七　　　川崎　莉珠　　　鶴田怜央奈　　　高野　由衣
１年　今井　愛梨　　　カワノアイカ　　　小林ゆあら　　　野村　唯人　　　佐々木　南

 

厳寒期の登下校時の服装について 

本校では，長年にわたって制服での生活を基本としてきました。今後もこの流れを大切にしたいと考えていま

すが，夏の暑い時期には，熱中症対策として半袖の体育着での登下校及び生活を可能としました。冬の寒い時期

については，防寒対策として期間を区切って，体育着での登下校（学校内での生活は制服とします。）を可能とし

ます。もちろん，今まで通り，制服での登下校でも構いません。必要な生徒のみと捉えてください。期間は令和

４年１月１２日（水）～２月２５日（金）とします。気温等により延長することがあるかもしれませんが，その

時には改めてご連絡いたします。                        

新年を迎えるにあたって 

今，自分自身の将来に向けて，一生懸命に学習に取り組んでいる３年生。自分の適性をしっかりと見極め，悔

いのない進路を決定し，この田富中学校を卒業して欲しいと思います。寒い冬の後には希望に満ちた春が待って

います。強い決意で力強く勉強や自分の目標に向けて励んでください。１・２年生もその姿をしっかりと眼と心

に焼き付けてください。田富中学校生徒としての自信と誇りを引き継いでくれることを期待しています。 

新しい年を迎えるにあたり，引き続き生徒の安全を最優先する中でも工夫し，一人一人の成長を考えた教育活

動を模索してまいりたいと考えています。保護者の皆様，地域の皆様方も健康に留意され，良いお年をお迎えく

ださい。 

令和４年度生徒会役員 

生徒会長２年２組 望月 裕斗 

男子副会長２年４組 田中 蓮 

女子副会長２年２組 窪田 恵依 

男子副会長１年４組 上田 光騎 

女子副会長１年２組 嶋田あおい 

事務局員 ２年２組 大西 光   

２年３組 西田 穂風 

２年４組 高野 由衣  

２年４組 相川 凛 

 

← 夏休み明けからこれまでの間に各種コンク

－ルで入賞した生徒の一覧です。思考力・表現力

は様々な情報に関心を持ち，自分の言葉（絵画・

書道等）でその思いを表していくことから始まり

ます。これからも読解力を鍛え，思考し，その考

えを自分自身の言葉で表現することに取り組ん

でください。おめでとうございました。 

↓家庭の日 青少年を育む日 表彰の様子 

 


